
大型魚礁設置予備調査報告(皿)

有明晩海区

 大隅海区に大榊鮒礁設置.をするに必要な予備調査を実施したので,その培果について撮告する

 1.調査期間招末口38年1月13日～1月20日

 2.言局査区土或第1図のとおり

 3.言周査員『巴後=三重r冬

 一.=膏在珀昌カ、もめ(15t;○rユ60トP)

 5.`■司脊.項目及ぴ方法

 a海.底地形謁企

 調査区域内の各点を6分擦を用い,位碓測1.÷をだし,航一走しだから鮒栗機(VANGlR生PH

 200KC&2・lKO海上電機KK)で測深すると・共に,胤茉丁恥を言洋1目した。尚,漁場閑水
 深は航走時により,潮汐表..第1巻,第2巻から大泊(31o-0.γN1300-41'E)を

 基準に「任意時の湖高を求めろ図表及j+算法」よりTo高低潮時一D芯,工底1一。'1時と所領1寺の
 差,HO高低潮の高さの毛,R湘高比,H低、ll・巧面からの高さを修正し某準面(略“を底低.・1刊面)

 で海図の水深と同様にして求めね

 b底質調査

 調査区域各定(20点)で熊田式採泥榊こて採泥を行い。粒子の組成凋査は丸川式淘汰器
 を用い各フルイの残量を洋一量百分率を求。めた。

 C海洋=1困査

 調査区1或各点の水温測定をなし,渦去の資料を弔いて考壌し、又,湖椛綿側はエクマンノ

 ルツ流速計を用いて.掲.査した。

 d一生・物調査

 魚類の餌料として畦凄生物或は浮涛生物は直箏又は間桜の一要i刃と考えられるので,底1、華生

 物はポレツヂを用いて採集し,浮癖生物は弱Nθtで採集した。

 6・調査結果の概要

 A調査区域の位置

 調査区域は有明湾の南方に存する小山田湾一帯であり・確認の目標は1灼奇,、1黒島,久保田

 川口,島島,観音一■崎の各海岸線に沿うた恢票があり,背後の山当は内之11時町岸良の山(375

 m)(482n)等がある。又同海域は大禺海域では比'咬内海峠線の湾曲のゆるやかた処て1'
 ある。・各点の位雌は下のj馳である。
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 B海底地形

 調査区域の水深図は第1図に示す。同海⊥戒の等深線ま大隅半島に沿うてNE～SWに走り

 黒島～戸崎を緒.ぶ小山田湾は80m以下の水深で60m～80mはゆるやかた傾斜をもって

 いるが50m以下の水深の勾酉己は持しい。同海域でも一具島～久保田川口,岸真砂丘(浜脇)

 ～蔦島は海岸が岩礁地帯であるから1中合の傾斜もその、点ゆるやかでも.ちる。

 同緯城の天然魚礁は黒島,鳥.島11宅辺,宮.風叶怜に水深40m位のものボ.ちる一程度で極めて

 少ない、又・同海域の洲.峯には・一共同源菜権第5種・鳥島一帯にはブリ定1汽漁集権がちろが

 山当良好た区域二海底状況からみて勾配のゆるやかた60m～80mの海成は同漁業権」二り

 2浬以上はたれているので充分た様でもおろ。海底地形の状況からみれば70mのi:呆前後カ…

 良好の様てあろ。

 C底質

 粒子組成の秤一量百分率は第1表に示す一。

 沈泥の多い区域は沖合の海域で,次に水深50～60m線が之に次いでおり,70～80

 mは沈泥10%以下を示す少い値でちる。一般的に海岸線の喘一雄地帯は沈泥は少いが小山田

 湾の砂自の1中合は他の椰分より組成は1.亭にな・うている・

 D海水の1'祀幼

 同海域は;一中合には北上する黒潮があり,沿岸蚊はナし州南策の沿岸水が存する。l1司海域の海

 水のI流軸を左右する大崎毎晩の流効を考えれげ①大'二螂.王映に一票;=H.支流が認められない場合,

 ②}、嘆'1男I支流が甲.久盤以南の本州域より卓越する場合,(3〕沿岸水系と11隻、允水系との混合水系で

 支配される場合が考えられており,5月を中心とした時に海況に相当の変化があり,水温に

 も著しい変化がおこ一っている。

 水温の経月変fヒをみろと,4.月下句頃上昇した水.≡註は5月に下降し,5月下旬頃から急微

 に上昇して8月下可に下降する・

 1J■罰査海域附近は沿岸水系とi!菱.愉系の'見合成でこれの水塊で渦棚が・生じて漁塊形成の要因を

 つくっている・,附近の漁⊥易・形成はアジ,サバ,プリ等の魚種が俸受網,八田網で操業され1

 底魚等の一本釣てもfと好であるので.軌礁を.:雌主するとすれば現在の漁」易外で蝶』寛要1三1]を充分

 に満す帳合城として水深70m前籏か適当と考えられる。、

 次に同地魚礁設置に際して台風の影響と波力について・考察すれ:ま,.皮カは波の山に依る水

 面の局部的に上昇より生ずるθner酊である位勢と水分子の回転運動より生ずるenθrg7
 てあろ勧勢の2種に分けて考えられ,波力は波高の大小波長の長短,、皮速等に例係するもの

 でありr般に

 PO単位面構1m2に当る波力

 けll∵/一
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他方

 B自・2・波ポ%。、 箪W有。動力廠

 依って波高と速哩と一つ関係式は

 L一五丁2
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 丁」

 L波1一ミ

 下一つの、皮の進む時間

 V波の重度

 g重力加速畦
 ア〔.円周率

 この場合水分子が口伝する分戸軌道の半径は、りく間において最一大となり,深くたろにつれて

 小さくなる。すたわち

 2兀d一

 「目「1e.L
 r任意の水深における分子軌道の半隆

 r1水面における分子軌道の半径
 d一任肯の水深

 e自然対数の底教

 以上の如ぐたり,海底附近では上式から算出すれば波力は著しく低下し70mの水深では

 0に近くなるので,この海域でも大型魚礁の設置には問・蟻は生じて・来ない。

 次に同絢域の潮流.凋査結果では,海底では表層」:り小さい流速が得られているので,魚礁

 の埋没はほとんどたいと冒、われる。

 E生物.調査

 I底婁生物

 魚礁設置予定地附近一帯,10地点(St4.6.ア910.11.13.15.1719)に

 ついてバ!レッジを平舳狛。で・～・分問おこたい採難物は1・・ボルマ1ソ
 溶液で同定し,本場へ持ち帰うてから種及ぴ一量について査定をおこなった。

 魚礁設置予定地附近は大別して少なくともA㎜θユida(蝶形動物)MOユエusca(1欧

 体胸物),Arthropoaa(節足動物),Echinod-er㎜ita(棟反動物)
 Vertθ一brata(膏椎動物)の5種一類は棲漕、しており,採集されたこれら生物で漁一業上

 約一(1潮科として唱いたり・ちるいは魚I頼の天然餌料等と密構た!司係が.ちるものはAnVθ一

 ユiaa,MOユエusca,ArtbrOpod-aの5種類でおる。
I-1/mneユid-a

 この類はPnユychaθtaだけ採集され,優占種はTerθ.be=しユid-aeとNeriユs
 TapOniCaIrukaであるが一般に各地点とも他の生物に比べ多く出現(分布)
 しているが,特にSt1ア10に多い。

I'2MOユ=しusca
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 軟体動物に類するものはほとんど具類で占められており,NθOgaStrOpαia,
 ム傷sogast;ropod-a,ArchaθOgastropod-a,ScapOda,Peユ■cypo-
 daの5種類中,Pθユθcypod-a。か最も多く採集され,st15-10.11に多く
 出現(分布)している。

 工一5ArthropOda
 節足動物は坊scd-acea,一D∋ca-po⊂1a,Brac}yraヨBaユanomorphao
 4種類が採集され,これ等はすべてf11瀬等の天然禰科として極めて重一要なものであり,

 St7が種一類,個体教からも最も多く,次にSt1913.6.17の増とたっている。

 I-4その他(.煎'類)

 今何の底陸生物の採集に際しトレツジに2領の魚瓶.朴採捕された。

 ヌメリゴチC01ユiOnVmnsユ1αnatus唖.lMM工NOK&SOH工」且G団工・
 (TL50刑㎜内外)はst4.Z917の4地点から.計7尾,ハモム位raθnesOx
 cinereαs(FORSKAL),(T工」310阯耐)はRt7から1尾では.らるが採捕
 出来た。

 ヌメリコ'チの棲息に関しては食性上からはBρnthOsfe甑θrであり,諭項の有

 用底凄生物の出一現分稲から考察して,この地点一帯は天然滞料が1笠冨であり,これに起

 閃している1)でないかと.思う。

皿浮擁生物

 ⑧ブランクトンネ之トを用いて1魚礁設置予定池附近一揃(航4・6・ア910・11
 13,15.1ア19)につ、'て,浮瀞セ物を水深25mカ・ら表層圭で垂直ひきて採集をお
 こなった。採集した浮拷一生物は10%ホルマリン溶液て・固定をおこたった。調査は沈澱量

 ・眺力性ブランクトニ/と植物性プランクトンとの割合、それにC-R、法にて査定をおこたっ

 た。

 沈澱掃は各地点とも極めて少なく,最大13C〔二,最小6Cuで二らり,St6.ア10.11.

 15,194.91る、1アの順となっている。割合ではS一七4,915.6.ア13.17

 11.が動物性ブランタトンより・泡物性プランクトンが・多く,S1:10.ではその反対,St19

 で同割合とたうている、o

 次に植物性ブランクトソは出]見種類が少たいが,そ1つ中ChaetOcerOsに属するプラ
 ンクトンは'般にどの地.1点でも多く出現している。動物性プランクトンは同'種は比1較的

 少フェく多種にわた・・て分布しているのが特長で.らったが,動物性プランクトンで焦頬の大一

 然餌料として最も関係の深いCユad-ocθra,Schizopod-aGopep⊃aaCopθ_
 ユata等の中で,今回はBaユanusnaαpユiu.s工arvaとOikopユθurasp
 が僅かな沈黙一{1にもかふわらず,出現割合は大きい値を示している。

 6考察一今回調査から大型煎礁造成適地条件についての考察は次の通り

 {1i、毎底地形は大隅半島東庫のようなリアス式湖芦線の序盤の地点を除き,妙庄をもつ小山田

 榊中合で,沖合の洲速の速い場所を除き勾配の少ない水・深70-80脇樗で共同漁業権,定
 置漁葉樺から離れた区域のS一七7St8.周辺が良好')ようである。

 ω底質の粒子は沈泥が比1咬的小く,附近に榊隻の少い晦.点として上記の地点が適所と思われ

 る。
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 制同海域は黒潮と沿岸水の混合域であり,かうてプリ定置漁場として良好な魚道であり,文

 台風来襲を考慮すれば水深70～80m層の漁・暢造成が適・当で,らり,冬季の季節風をさけ操

 業する上にStアSt8.附近カ{良好と.冒、われ乱

 141底陸生物も黒島1島.葛沖合は少ナ兵く・70～80m蒋が餌料としてのA㎜θユidal
 Mo■ユusca,Arthropod-aが多い。

 ㈲植物性1P'工anktOnは出現種類が少く,効物性Pユan肺Onは同一預は比1陵的少いが,

 多種にりたり分布し,天然、餌料としてのCユadocθra,SchizopodaCop∋Ipod乱
 の出現割合は大きい。

調査担当者 肥後道隆,荒牧孝1行

第1図

第1図  調査区域と水深図
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第5表  各地.点における底棲生物
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第4表  各地点におけるI浮游生物
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 酸素通気による海産魚輸送基礎試験

 〔I〕目的
 淡水魚(コイ1キソギヨ1稚アユ・ウナギ)等についてθ)1産上輸送は行われているが・海唯.

 魚の活魚についての睦.ヒ輸送は行なわれず海上輸送だけである。又,その試験についての資料

 も得られない一海上輸送においては活魚噌の設備午ある船舶を必要とする上に気象状況などに

 より輸送可能な場合が多い。本年のブリ仔輪道に当つ陸.止輸送の必要を痛感したが,海産(魚の

 陸.上1輸送についての文献が見当らず・縦1強も勿、翁ないので圧縮確案繭給による海産油陸止輸送

 基礎試.験を.式みたので報告する。

 〔⊥[〕酸素通気量による相連
 海水104に対しプリ仔各20尾(体重97タ,体長10.5例,5尾平均)を投入し,①無

 1産気,②400m多/血しn及び戸3)800π枇inの速度で通気を行い6時間観繁を行うた。
 .無11萄気区分は投入後中層より低層を海泳し,30分後には低層部を一癖となつて漉泳,45分

 後においては游泳運動が緩慢になり60分後には全層を均一にたって漁泳し体色が緑色吾肖々黒

 色に変化したのを.一思め,75分後になると鼻上を始め横転したものを認め,80分後,直ちに

 40:〕m4/minの弔=で通気した結果1～2分後には体色が黄色に変化し体側に4～5列?旧
 体色(緑、黒色)の縞を認めたカ;10～15分後には正常に恢復した。

 400π珍/エ泣n及ぴ800mψin適気区分は被大慶容器外部に飛出すものもあったが,
 ち一1時問後においてはエアス1ソ榊心として柵は左1回りに正鮒鰍を行い・・時間
 後においても両者共に異常は縮めなかった。

 〔皿〕放養密度によ1る変化

 放婁密度を知る目的で通気しμ00m伽inとし海水104に対し40.60.80.10口
 尾を投入しその状態を6時間槻察した。

 尚,水温は22.9～23.1㌦,魚体は10島・平均14.18,体長は11.8ωである。

 40-6080尾投入のもの1'工6時問後においても正常た游泳状、態で驚死魚は'屋もたかっ

 たカ;,10r1尾没入のものは10分後から律上の現象を呈.し1時間後においては約半教が律上

 を行い1時■旧30分後に2～3尾が横転したので右手で採取した結果急激に弱ったので直ちに

 52尾を別の容1揚に移したが残りの48尾は6時問後においては6尾弊死し他のものも.正常た
 ミ雅;永‡kす蹟てミ㍉まカ=カ、つナこ.〕

 〔.V〕長時同飼育試験
 生存時11{1を知る目的で通気量400m抑inで海水10θに対し40尾平均体重14.19

 体長11-8舳を投入し20時間放置した結果水質は白濁していたが何れも正常な三倍泳を行い異
 状は認められたかった。

 又,上記試験終了後の魚は海中の別生費に移したカミ史に2小工挑戦においても異状は.忍めな
 か一つたっ
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 〔V〕陸上輪送試雅
 20nOe容ブユ活魚檜に約1500eの海水を.容れ,平均俸甫5.79のプリ仔41K茅ア2

 00尾を段入し植素通気冊ア26/命inを3欄のエアストンに分枝し,山川港を9時0口分に
 出発,桜1島1=隻船経由牛恨着12時10分'善後毎中生賛に投λしね(この間の水温変化は2乙

 。～24.3つC)塗中の観察並に牛隈善後においても活擬た三怜泳を亀し異常を1否めず。確死は
 3尾ちつたが之は移すとき外に:1ミぴ出したものである。生.審段入2時問後段餌した緕壕餌付良

 好で、おうた。

 〔vD水質分析結果
 水■質の分析結果は別表別唄の=穐つで分析法け常法・又N亘3-Nの定竜はFoユin通気法処
 理後Nθssユθrにて発色せしめ分光光電光度計EPU一皿A1胆,波長380mユスリツト巾

 0.5π藺にて測定した.、

1.PH

 P王{の変{ヒは=1亟気前8.05のものが6時間後においては何れの区分も6.45～o5揃綾に

 低下し・これは酸・素の要求増大の緕・果峡駿ガス浮出積を増加させる結剰・廷酸を生じ水のPH

 を低下させるものと考えられ,叉何れの区分,即ち放容尾教に関係1なく殆んど同一の値を示

 したのは気圧及ぴ4〈温その他の条件が同一でありlC02の1容解笠が平衡を俣うたためと考
 える。又,C02が増加し,PHが低下すると蝋境水中にいかに多くの酸素が存在されてい
 ても魚類がそれを1仇派内に摂取できたい状態にたるので,その増一肺したC02を水中から除
 去する必一要がちると考えられる。

2.Do

 DOについては無通気区分が8.58?]≡Mから80分後においては1.65PPMに低下した。

 ブリ任の場合はDOの限界は2.oPPM前後であり,又,11Lバ時間当り250〃gの確素消

 費する計算となる。叉400,800mぴ1Din区分共に24PPMで両一持の蝉異は;;忍められず
 叉,400m"inの.速度で・瞳気しても静置法の場合は趣剖に通気されていることが削る。
 又,放容尾数においては20.40.60尾区分までは変化は少ないヵ二,80尾区分で6,511P

 PM叉100尾区分で3.85P正Mで少ナ〔く,結局海水10珍に対し4oo刎枇nの通気最
 の場合は溶存酸素の利用度からは80尾区分が最適であると一一考えられる。

 3.GODの変化

 CODり変化は試験中に魚体表面の粘膜が螂離し水中に撒燭乱舞している状態を観察し組と

 が最もその変化に関係あるものと一考えられる。即ち通気量の変化による相違は殆んど認めら

 れたいが放容尾・数の増加と共に増加し,特に80尾,100尾区分にたるとその増加が著しいこ

 とは両体各体表の摩擦が大きいためと考えられる。又魚f本表面の粘膜は体内.蓼透圧縦特にき
 わめて大切なものである故GODの変化図からは60尾が限界尾数ではないかと考えらλる。

 4・N百3-N
 NHザNの変化も;電気最の相違による変化は全く関係なく放容尾数の増加と共にNH3-
 Nも増加する。勿論NH3-Nは魚類の排泄物に関係がありマスのNH3-Nに対する影響
 は水中に0-51P=PMのNH3-Nが含有されると致死に達する報告もあり,又NH3-Nは
 魚類の成長を抑制することも明らかにされているので・プリ仔に対するNH;一Nの彫郷に
 ついても検討の必要があると考える。

 担当者上田,留、男
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 PCP添加水で飼育した
 ゴイの致死埼間

 魚体各部のPCP含有量

 PCP添加水で飼育したコイ赤血球等の変化



阿久根市沿岸地先水質調査

 生えかき

 阿久眼市け本県沿岸漁業の基地として有牧な地位にあり・その地先海城一帯は古来ワわメ,テ
 ングサ,マクリ,タコ,イカ,イセエビ,アワビ,ウニ等有用水苛剛直物の蟹鑑漁場として知

 られていた。

 最近においてはこれ等を対象とした榊一臣手段も講ぜられ,それと併行して漁港の整備,陸上施
 設の充実,漁船の近代化,漁協の再逮整備等も漸く軌道:τ乗り,氷暢高も上昇傾向にある。

 また市当局においても地元漁民の熱意に応え!k赤振興費を年々・相当'輌予偉計ヒし・地元水潅業

 の振展策を画しつムあろときく。

 一方市当局は地元陸上資源開発の一環として工場誘致1董劾を展開中のところ,昭和57年度内

 に市内赤獺川地区に皮革工場を感設する稚びに至った。≡=ミるに鰯}㈱締に溺骸カ榊紛つ

 に数えら札r般に色鋤ソユ鴻轍扱こ無機■質の浮游物や溶解性一物質を多量に含み,〕砲常かなりのアルカ
 リ性でBODも高いと喜われているので梅城流出後の氷畦資源に与えろ影響を考慮し,工場牒業

 前における地先水域の水質等を察実口し今後の行政資料等に供したい意向を以てその調査を水産試
 験場に委託された。よって昭和37年度内に2回阿久醍沿岸地先の氷質調査等を実施した。ここ

 にその結果を報告する。

調査期日

第'1回昭和57年12月3日一12月6日

 第2口1唱f口38隼2目26ほ～3月2日

掲査員

第1回

畠山国雄九万田一已上田忠男荒牧孝行武田健二(本試調査部)

第2回

.皇山国唯上田忠男淀牧孝行武田健二(水一試調査部)

川上布正(本試漁業部)牒出征作(本試養殖部)

調査項目

第1回

 水質。泥'貞,汀生物,潮流観測

第2回

水質,泥質,汀生物,底康生物,'潮'術観測,水深

 調査結果・及び一考察

 I阿久展沿岸地先における漁業概要

 阿久展漁裳協1司組合で昭和55年,56年における水揚高及ぴ■調査区/或内の主た水産動植

 物の分布についてその概要を参考のため記す。

 ;1〕組合員教と魚船数

 組合貴数は800名,漁業別の漁船はワカメ主系捕に70～80室,タコイ采捕に30隻,

 イカ引き100隻,一本丙20隻,刺網15隻である。
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 ω主な水崎動植物の分布

 分偏向ぱ}」1」図1rパ重1)で,タコ,イカ三ワカ.メの凄1,1、暁!'Σ畿帯⊂あり,'I享、tリカメは水1拷

 される大.≒1二分、ウ;この地帯で採集されるもので,これらつ;写.=r㍑、繁段と同時に了ワヒ等も1一基

 、1基しており,水,老資源の豊富さを示している。

 皿本一貫及び泥質

 訓蛮地点は廃水口(中津浜川口)半径2000m以内は500m一期偏又一半径200n～4

 000mの範囲は1000m間隔に設定して40点を調査した,叉水質泥筏の分析法は・、常畦

 に従うて行うた。

 透明確は10m前後であり・2月の.胡査では沖合で18nの個所も認めた。

 水温は1ポC,2月は12-1ゴCに低下し,溶存酸素は2回共に8-PPm前後を示した

 が,港内では12月無酸索状態で,これは澱粉廃水の;杉1響と考える。塩素量は18.8～18.

 9名。,浮艀物は10PPIn以下が大部分で,st8,9附近で50PPmも示した地点も

 あるが,これは砂泥等の混入とみられる。

 化学的酸素要求量(COD)は0.5PPエn前後,化学的酸素要求睦(BOD)は1PPm前

 後,アンモニウムイオンは0-1PPm,亜硝酸イオンO.005PlPm,可溶性リンは0.05

 ～O.02=PPエnの範囲である。

 泥質は貝殻の混入が多い地点もあり,灼熱減量として2～5宕,硫化物0.01〃牙/9以下.
 で検出されない場所もかたりある。泥の化学的酸素要求量は1}0.5〃9/9以下で非常に少
 ない。

 上記のとおり水質,泥質共に極端な異常は認められなく,殆んど全水域にわたり正常な水

 域である。

血汀生物調査

 阿久隈沿賭打線の9調査地点から千湖時に汀生物の採集を行い種類と出現一量の一調査を行う

 た。出現量・についはC-R法で示した。
第1回昭和57年12月6日08時)10時

 海藻は季節により,又,種類により特異性があるので一概に'蓄えないが,オキツノリ,ア

 オサ・等がみられ,これを生育過程からみるとまだ初一期のもので,各地点とも2月下旬から3

 月にかけて,種類,量共に多くたると思われる。

 動物では貝一類が多くその中でも潮間帯下部の岩礁に惟息するイガイの類は各地点とも多く

 出現し今後の調.査指標として最適と考え私

第2回昭和38年2月28日

 動物は前回同様貝類が多く,その中でもイガイ類(クシャクガイ,ヒメガイ)はどの地点

 においても多く出現している。

 海藻は冬から春にかけては最も繁茂する時期であり,従うて今回は各調査地点そも多種の

 海榎が出現している。特に多かうたのがアオサと次にフクロフノリ,ヒラアオノリ,ハバノ
 リ争幸て=.あつ六こ〔

 lV底棲生物

 調査月日11帥に旧年2「28日

 試験船がもめ丸1〃㌧;十均10〃/皿inの速度で5～6分トレツヂを曳航し,工場
 薩水流出口1・中合月二,∴((Ctd.16.20)より生物を採集し腫及ぴ量について調査した。
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 凋蛮地点は3点ともI料樵赤多く・充分な調査.は出来たかうたが・St20は椴も多種類の

 生物が採集され,S1:16からSt8,即ち沖合から'津地に近くなるにつけて生物の預類は

 次筆に少くなり,同一種が多く採集された。なお,魚胡の犬然御料として関係の深いミミイ

 カ,オキアミ等が多椥一茱集された一〇は腿1味'深い。

 V,蜥桁周一査

 .調査海域の附近地塘は北側に黒蝦有,脇本浦を控え,西南には桑島,大島のほか,小島,

 一一元.'皐(何れも萬さ37m)がおり,南2,nOn吻の所に阿久隈港う二存在寸る。一そしてコ詞一査海

 載は.黒ノ噸角～桑島を桔.単線から東蜘へ湾,帽した海岸線の南侶1j地先に位置する所である。

 簡易水路誌第1004号によりこれら附茸の潮湖概要は・
 ㈲黒瀬戸においては北流は低潮后1時より,高潮后1時迄,南流は高I-1η后1時より低潮
 后1時迄流れ最強淋速は6.8ノツトに達する、

 ㈲桑鴫・つ北西端附近においては黒ノ1鋤ヨよりくる傭列た落、帆布の影響をうけて流速2-5
 ノツトに達するが,張潮流は掩だ'牧咽でおる。一犬『毛と合津崎との間の火道においては流

 ;墓1ノットである.r

 ゆ阿久限大島より南方川内川口に至る沿岸においては,北術は低,棚后約2待より高朝后2
 2時・迄,献術は高潮后約2時から低潮后約2時迄椛れ,流速1ノツトを超えない。

 1測抵抗版による,徊;術調査
凋'奄.弓臼昭手口57年12月4日

 調査方法は低抗版(30x50し皿)を用いて・2測点からのコンパスによる15分梅の

 .働榊1崎を行った。

 当日の天候は1大略后曇,雨(■、i{は16時50分より)風力1～2で渦潮調査としては風の

 影響は殆んどなかった。又調査結果は別区の通りである。

 ㈲赤瀬川地・先小河r1時の張潮流

 低潮后約4時から高渕■気i前室で行一つた結粟では津寄り(水深1.5m)では岸に平行し

 ながら南流し組1一峰へ拷近している。流速は78例/Sである。
 放流点巨岸50Dm(水深2m)では同じく南流しだから亀崎へ接近して元島へ向うて

 湘れ,流速は10.れ必である。
 放流点巨岸800m(水深5m)でも同じく南流がみられるが,高洲前1.5時から西流
 して沖へ向う糀れに変り流速10.4㎝/Sである。

 流遮は高潮に近づくにつれ微弱となる傾向がみられるが,水深2mにみられるように

 亀崎と尤島との水道においては高潮前であるにもかムわらず,かなり速い流れ(1&45

 〃/!s)を生ずる。
 lu赤瀬川地先小潮時落湖流

 高潮時から・底.朝后約4時空で行うた結果では,巨岸150～500mでは落湖になう

 てもuまらく南湖がみられるが,高潮后2.5時頃から北流に変りている。流速は極めて

 微弱で(1.2～5.5〃/S)である。
 喫水口予定地・先附近は黒瀬戸～桑畠を結.蒙南北流の反術域に該当する場所のようで高

 低潮時から2～2.5時間仕のづれをもって,南北湘があらわれろようであるが,特に南、

 湖が優勢で1北流は極めて微弱であ弘

 〔B小野氏潮流計による潮流調査

 一14』一一



 調査月日昭和38年2月27日～28日

調査方法

 小野式自記I術座討を別区St,1及ぴ2に水深5m属に敷設し25時間観測を実施した。

 当日の禾侯は曇,'季楠一風が強く風力3以.ヒで流速計本体の左右動が大きく,極端な時は

 8ゴ内外のフレを生じ,結果=としてはや土止碓を欠くものと考える。

 st,1ではs60.EからEにかけて南下流だけを記録し流准は7～13岬/SeCであ
 る。

 s1:,2ではs35.Wからs50oWにかけて南下流だけを、記録し流速は10～26
 ピ〆SeCである。

 w水深調査

 1凋二査月日;昭和38'ギ2月27日～28日

 調査方法は魚僻深矢口機を使用し・水深.算出は佐世保港の高潮・低洲の時間並びに潮高を基

 礎にして阿久般港の州時,'』;鵬を算出し略々最低低醐両からの水深を求めた結果は男■」図の通
 りである。

 ㈲亀崎～桑島より以北脇本番所鉢に至る区域は1中へ向うにしたがって種やかに深くなって
 、・ろ。

 ○大島と阿久隈問の水道では中央部において東西にやム浅い部分がみられ・その北側は・桑
 島～小島の方へ緩やかに深くなり,南側はや上深度が急である。

 ;C〕桑島,大童の西側では念深となり特に桑島の西側でその傾向が、芳しい。

調査地点図



 、皿港内調査

 12月の観測結果ではPHア。前後,浮溝物200}400PPM,CODは20～4olP

 PM,BODは30～80PPM,又溶存酸素は無酸素状一蜜を呈し著しく汚染度が高くCO

 Dを策準にして港外梅と比咬するとその汚染薩は10～20席で,町つ無酸素状憧であるこ

 とから,当然生物の棲息は不可能と考えられるつ但し2月の一1`■1査桔裂では,PHはSt4,

 5は6～7で12月同様低値である箏St1,2,3はア,8位で正常海水に近く浮海物は

 1PPM以下,溶存酸素:まぱ7-P正〕M飽和睦として80弱,C01)は2PPM,BODけ

 14T〕PMで12月より著しく快復しいずれの測定11白1もi-E一常海火.に近い性てあろ。

 即ち.巷内の汚染度の月=弓I」による.詳細な変化は未■…■淋であるが,.暇粉工十易のスリ込期と港内

 汚染の状1項が一段することがら港内の汚染唯は。馴分工場寵水てヒつて汚染されろ隣合が強い

 ものと考えられる・5
 港内局査地点(St)

阿久根漁協
魚種別水排表

     魚種35年36隼こ冒査区1或内     }…'

     35年56年
     一一一I

     イワン960,207(岨茅)g05夕41(K茅)(吐茅)(爪茅)
     31,324,535(円)51,114,g92(円)o72,1』5654,15g

     タイ644;865.497     18,956,05118,608,0593221932,748
     キビナゴ'70,599211.979

     2,048,3935,461,5r514,12042,5gア
     イカ144.100136.518

     13,596,12812,781,6605Z“054,607
     イセエビ4.2013.368     1,684,4171,488,259420537
     貝類1,2711.847     152759146,1811,0171,478

     カニ412
     51,84g0

     ・海藻1411,005     8,181201,5761411,005
     その他152,3152a3.055     14257;07430.76958776,158141,528
 ■研藩大船高で阿久隈漁協調査,調査区域内水姶高は推定量。
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 阿久摂地先権威の主な水産動縞物の分挿図

/㌧

φ
久根港一

桑島

 ;畷ワカメ

 駆珂禰タ

 騒アオサ,テングサ.マクリ

 阿久根漁協での聴取調査
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に 水質分析表

        採水透明DO
        t時間層度桐儘。PH         PTm04。
        一'一'一

        017808.2179518.3・O

        110.50516.908203.0218.85
        o18.O口82479518.75

        210.醐51ア208.1g8.0518.75
        017208.1578g18.a3

        ;10.棚516.508.0576018.75
        o1ア808.1う77g18.75

        月10.2551ア1n8.Oq.ア7618.75

        o

        10.0518.108-2278018.90        5'^J918.108.25ア8o18.90
        018.出〕3.24ア8a        95518.60        65818.108.16フ17318.75
        018.308,1678g        95018.85        7518108.248.0418.90
        0r8.108.21ア6618.98

        819455178U8.20ア8518.75
        016.〔…l1822        9955ア4618.60        351ア20825ア4818.90

        0

        9251ア00823ア49        018.ア5        5

        O1ア60        9158.25        176518.75
        51ア008.13ア4518.85

        o1アgo8.2口ア6g18.15

        28.45516.O■8.20ア5518.75
        01アgl、8.12        51.40ア6418.60        561スエ川8.15フ15418.90
        o1アqO        48.1076218.68        1.田51ア7〔18.1677018.83
        018.208.1角ア7618.68

        51.靱51Z808.1477518.ア5
        o18.10一8.プ5Zo7        1.25713.60        6518.208.14ア7g18.75
        018.308.15ア7o18.85

        71.155a13.208,15ア7718.68
        018.508.15フ1ア。18.75

        81.0551118.208.13ア7713.85
        0r8.408.178.10        918.75        4.559
        5r8.108.15フ19718.フ5

        00止⊥・1"18.703.167q61S.85        18.208.127701a.83

1962.12.

7

10

11

12

1、。
14

15

16

17

1811.05

1914.55

 に:上二上・1"

PH

821

820

824

819

815

805

81う

80q

822
825

324

816

816

824

821

820

822

825

823

DO

PTm

795

3.02

795

8.05

789

760

779

ア76

780
ア8o

ア8a

フ173

789

8.04

ア66

ア85

ア46

ア48

ア49

04。

18.3・0

18.85

18.75

18.75

18.a3

18.75

18.75

18.75

18.90

18.90

18.60

18.75

18.85

18.90

18.98

18.75

18.60

18.90

18.ア5

,浮雌物

P1つm

4.5

1.6

5.0

5,6-

26,0

15.4.

18.0

3,4

10,0

10,2

10.0

2,6

28.0

24

32,0

14,6

42.0

6,0

28.0

20,0

13,0

22棚

96

2,8

2.8

1.0

2.8

2.0

3.0

1.0

3,2

0.5

2.6

0.5

2.5

5.0

2.2

2.O

     OODBOD一㎜JN02
     ・N

     一pPm一〇Pmr/2r/彦

     0.820.531085

     O.582436

     0.7q0.641085

     0.581245
     0.79電.5ヨ18g5

     0.532055

     電.7gO.641035

     0.8ア8141

     0.56O.022435
     0.71211'5

     0.901.0218g5

     O.402435

     O.521.022055

     L1.551415

     口.550.713515

     U-321736

     0.99O.一“221b5

     0.7g2167

     0.830.722437

     O.820.73514e

     0.554058

     1.57一一1.9245g6

     0.g92977

     0.481」.846
     ^`一'

0,87

0,46

 0、ヨ2

U.40

0,59

0,40

0,55

0,40

0,52

0,40

0.4・.0

0,52

0,32

0.刈8

;〕.75

口.62

o.01

0.5g

0.6;

0.6g

0.481

216

162

113

189

141

162

546

92

q8

141

103

108

124

108

3
5
3
5
5
5
5
5
4
6
5
5
6

 坐止⊥.・

刻

;4

釧

引

6き

56

102

割

49

45

52

41

41

伯

ア9

65

49

軌

68

59

59

到引

32

27

45

25

45

黎

到

56

38

52

跳

23

29
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水質分析表 1q62.12.

              繍択透明D0CODBOD謬、塒〕1)              St時間層薩水温PH1PPnψ6。浮游lP];㎜lPPn℃/4r/ψ
              018,508.198,0513.902.50.400.56108452

              2114.5251013408.1978718.852-60.40554
              018608.208.058.8;11.O0.36O.927              22』5              14.5851酬O8.158.118.631.20.40124854
              01Z208.057588.68900.9518g481

              2510.1551ア508.1671658.75O,80.65189664

              0

              2418B08.208.168.75320.40g7425              14.1551018/08.168.228.75760.4816262g
              018.608,178.268.75950.52141刈29

              25142351018カ08.198.188.902,80.6518g』2g
              018.808.198.018.85980.52141425

              2614.0051018刀08.128.158.904.0O.5598454
              018月O8.188.171S.853.80.40216538

              2713.515818208.128,038.752.80.55162527
              018月08.188.003.902.80.407.525

              28134251118208.18ア728.332.8O.7g11g545
              2913.3501118808.1071828.832.5O.40g7323

              51850一8.168.1618.902.6O.40184429
              o18る08.088.078.902月O.40g74              132532              505818.208.10フ1918.85240.4427055刈
              018.108.1576g8.852刈O.402164              11.5054              51518.308.168458.902.O0.60167554
              018408.208.0818.334.80.48545

              5216.365718108,208.2g8.855.O0.52874月5
              018408208,5518.904.8O.40167354

              5516.2851018208.208.108.854.8O.40155545
              018-08.17Z878.851.6O.4881              幽15.06556              5918.208,198.1118.901.7O.4口654
              018.308.19アg98.831.0              5515.150.32162554              51218.708.19Z878.833.4O.5287654
              018.808.128.0018.902.刈              5615.25O.52524534              51218.708.128.048,902,60,521244;4

              0

              3718.808.17Zq518.851.80.52167556              15.3851218.a08.197948.903.00.52155545
              018.808.2口8.0.18.905.2O.282055.34

              5θ16.0051018.708.208.008.g0700.5218g6熱
              018.808.178.018,905.40.5270              59534              16.085918.608.128.1018.904.60.52189554
              018.608.208.0318.856.乃0.52184525

              4016.185918408.2D77418.906.60.52g7554
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W'. T. (℃) 



PH 



DO (ppm) 



 CI(％) 



T . S. M(ppm) 



C. O. D(PPm) 



 NH4-N（ppm） 



NO2-N( r/l ) 



 P（r×p）



泥質分析表 1962.12.

S+H

2
5
4
5
6
7
8
9

1コ

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

25

24

25

26

27

28

29

30

31

32

53

54

35

36

57

38

39

4o

772

771

76q

775

775

775

ア88

778

776

Z75

71a3

788

778
770

ア78

773

ア75

ア72

7175

ア76

 灼熱滅・量.宕

3,21

3,23

4,04

4.24

4,g1

3,90

1,54

4.21

3,52

3,24

4.46

709

3,59

3,42

3.56

6,84

5.54

5.57

789

701

硫化物
 仰/ダ

0.000

0.000

0.0口5

0.n00

0.0口0

0.011

0.011

0.000

0.010

0.009

0.000

0.000

0.000

0.000

0.010

O.000

0.011

0.ロロ0

0.00口

O.000

二

∵
0,91

0,51

0,69

0.95

0,66

0.g9

0,54

0.51

0,85

0.52

0,91

0,68

0.90

0,55

0.91

0,86

0.86.

o.96

一359一



 泥PH

酸化物



 泥00D

灼熱減量



水質分析表

、
一

19

10

11

12

15

何

15

16

1ア

18

19ト

1962.2.

 ∵㍗

・
・
1

14.47

14.52

9"

912

8.57

8.45

15.22

15.54

12,25

12.ヨ6

12,17

10.25

10.15

10.0ア

958

12.Oア

10

11

8.28

13.40850

13・50825

「2.40822

12.90

12.62

12.1口

12.65

12.弓`

12,85

1.80

12.81

15.9口

13.;O

13.05

12.81

12.60

「2.70

12.60

12.42

13.50

12.90

12.55

12.50

12.85

12.`0

12.75

12.62

13.00

12.80

13.20

13.05

822

820

823

821

823

822

820

822

82■

818

821

815

820

822

825

824

825

825

82ヨ

822

825

824

821

825

821

824

820

821

∴L}ll

DO
PPm

     uI■阯一一一'一

     8.508.8518.75O.0o.

     8.258.6613.8ヨo.oO.

     8.229201908o.5o.

     8.2290518.981.1口.

     8.20一9.1818.986.40.

     8.23900r8.95O.00.

     8.218.9818.902.20.

     8.238.ア219171.O0.

     8.2292219.201〕.c0.

     8.208.5119000.00.

     8.228.3019170.4。一1.

     8.27glO192C0.0o.

     8.1896316.η4.7O.

     8.218.9718.“2.;0.

     8.158.9719203.80.

     8.208.9818.450.U0.

     8.228.87191]80.U0.

     8.258.6519U50.20.

     8.248.8119050.30.

     8.258.9519050.00.

     8.259.1619173.2o.

     8.2ヨ8.9018.60o.コ0.

     8.228.9519050.00.

     8.258.8118.87o.;0.

     8.2490618.720.0o.

     8.219.1ヨ18.85O.0o.

     8.2591818.751.0o.

     8.2190518.752.20.

     8.248.9718753.60.

     8.208.551920O.O0.

     8.213.8219080.n0.

     8.218.6019,050.30.

     8.208.7219.20O.80.

905  寸㍗㌣…
05引

口.;8

0,24

0,36

0.る4

0,32

0.4口

0.4;

一1-34

0.坦8

 O一フ5

0,48

0・36

56

0,32

0,39

0,31

0.;6

0,35

0,49

0,44

0,47

0,34

0,44

0,52

0,40

0.;6

0,43

0,59

0,28

0.24

o・“1

o.821

0・97!
O.45

0.`1

 0一る0

0.51

0.59

0.80

O.60

つ.68

0.26

0.69

0.22

O.49

0.82

04「

8
三

竈
5
7
7

10

1ヨ

フ
フ

フ
フ

ア
8
8
6

12

7
7
7
6
7

7.

7
7
7
8

 _⊥一7

35

35

23

65

42

44

58

;8

42

46

42

44

51

54

42

42

35

31

』2

;雪

菖8

42

52

;5

55

;8

40

一

一362一



水質 分析表 1963-2.

        St時間採水透明水温。ClPH一DO〔T.'
        層慶1PTm

        一1

        013.408.228.5919.

        2110.55513.228.228.4419
        013.708.208.6419

        22513.408.218.751ヨ.
        013,108.198.8`19

        2314.125
        012.958.218.9319

        249.355812.60B.248.9818.
        o15.158.228.181ヨ.

        2551012.908.2292;18.
        o『2.358.228.9319

        265912.208.209.0719
        012.508.228.8919

        275812.208.298.8719
        G13.2;弓.273.4918.

        2昌51115.198.208.4219
        01,3.208.118.5719

        2911.1551213.198.1291818.
        oそ2.91j8.128.5518.

        3011.2551D12.718.208.7119
        012.508.209.1019

        515711.8●8.228.7219
        o12.0つ8.1991318.

        32581t998.2091219
        012.208.2190;19

        355712.118.2口8.9619
        o12.408.258.7018.

        る49395、213.1、8.278.6018.
        013.508.198.6;19

        5595151213.408.2;8.8118.
        013.358.188.5119

        ;610.0951313.358.2;8.;818.
        o1登50S.228.5119

        3710.1651113.128.258.5619
        012.508.178.4619

        ;851813.428.188.8919
        013.6口8.208-5519

        5951;13.528.218.7819
        012.508,198.1819

        4口5日12.508.2n8.7119

St

21

22

23

24

25

26

狐
8,751ヨ.90

8.8`1920

821-8.93

…1・.・・

:::ill:
8,93

9.07

1905

18,90

 1ヨ.9口

18.87

19.05

1902

1915

1905

18.98

1920

1915

18.95

18.93

1905

1913

19口5

18.9n

1920

1915

1902

18.87

18.98

1905

18.98

1905

18.98

1905

1905

1905

1920

1910

1920

19口2

1908

∵
 o.口

 。.ε

 o.4月

0.56

 臼・・i・…
0.2

 〔i.2

0.2

0.4

0.4

1.6

0.4

0.2

6.8

0.8

0.2

1.n

0.口

0.2

110

0.42

口.53

0.36

口.;9

0,61

0.43

026

0,26

0,27

0.;6

口.53

0.;6

0.35

口.57

044

23

51

58

56

421
52

;8

38

58

38

42

5;

421

    11.〕〕.}}uJu

    0.6o.44546

    1.60.46842

    5.8口.苔51296

    0.50.24784

    O.21〕.28744

    3.40.;2744
    06o.44842

    2.20.24フ54

    0.40.;1755

    2.40.447

    3.6o.46742

    口.4o.59942

    O.00.菖886;

    3.0O.;8742

    0.O0.40794

    0.00.447;8

1引
::1
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W.T(℃) 



PH



DO(PPm)



CI(%)



T.S.M.(PPm)



COD(PPm)



N02-N(r/l)



P(r/l)



泥債分析表 1963.2.

St

10

{1

12

ユ3

{4

15

16

17

18

r9

20

21

22

2苔

24

25

26

27

28

29

30

引

ヨ2

5;

;4

35

56

3フ

38

39

40

     tlP亘均熱減、最硫化物COD
     名mg/8〃形/9・

     1784ヨ.32O.口00o.23

     2ア96;.ヨ1o.ooo000

     58.055.oるO.OOOO.OO

     4

     57,894.45O.007O.85

     6フ1762.460.0口D0.52

     771573.18つ.0口7o.9;

     sア;23.56O.0171.31

     97701.66O.0171.21
     o7801.85O.口000.OO

     1ア685.口1O.000O.58

     2ア12708O.0苔81.40

     3
     4

     5ア595.50o.o05O.17

     67205.010.021O.71

     7ア.853.94o.o06口.26

     8ア753.300.006O.78

     9
     o

     1
     2

     苔8.oo2.170.O040.2フ

     4ア923.660.O040.26

     158.015.51O.O02つ.81

     67762.57O.0000-28

     .77703.2;o.o06O.16

     87803.05O.005o.69

     9

     0ア752.040.0081.;0

     17304.770.口181.67

     2ア825.390.0071.44

     ;

     4782907O.0021.02

     5

     6フ1825.140.0CO0.52

 
    

フ
     8

     9
     0

均鍬減量 化 COD



 泥PH

硫化物



 泥COD

灼熱滅量



汀生物調査結果表 1962.12.

           ＼＼StatiOn1
           種名AEπLG・HI

           一一一
           ミミズハゼアγ

           ムラサキクルマナマコrrア

           スナガニγrγ
           動一
           ヒライソガニrγγアrrC

           ヤドカリCCCCrγγrCCCCC
           カメノテC

           フジツボCrγCCCCγγrCC
           カキCCCCCCCCCCCCCCCCCC

           ヨメガガサγγγγアrrγγγ
           イガイCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

           タマキビCCC

           マツバガイγrτ

           クボガイγアγアγr

           レイツrγrr

           クマノコガィτγ

           ウノアシC

           物ナミマガツワγrγ
           イソダタミγアCCC

           ヒザラガイγrγγγ

           イソギンチヤクγrγ

           アオサγrGCCrrCCCCCC

           植ヒラアオノリCCC

           イワヒゲγア

           ウミトラノオCCγCC

           アマノリアγγγγ

           物オキツノ1,CCCCCCrCCCγπr
           セキカイソウアr

種
I!

一一一

CC

 F375一



汀生物調査緒梨表 1962.2.

            種名StationABCDEFGHτ

            イソガニγγrγγγγγ

            ヒライソガニrγγ

            モクズヨコェビrrτrrrγγrγγγγ

            ヤドカリγγCγアγγγγr
            動カキγγCCCCCCγCCCCCC
            イガイγCCCCCCGCCC

            ヘソァキクボガィγγγ

            レイツγrγγrγγ

            カサガイCrγγ

            ヒザラガイτγ
            ウノアシアrCγrrr

            クボガイC

            カメノテγγ

            アサリCγγ

            アラレタマキビrrγ

            物リコーウキユウヘピガイγアγ
            ヨメガガサγrγ

            ホツムソアアrγγγ

            ゴカイγγγアγrγγγγrrγ

            イソギソチヤ.クrγγr

            ウニγアγγγγ
            一一

            アオサγγγγγCCCCCCCCCCCCCC

            ヒラアナノリCCrrrγCCγγCγγ
            ハバノリCCCCC            値CCr
            ハネモγγγγ

            ウミトラノオγCrCCC

            フクロミルγγrγC

            カヤモノリCCCC

            アミジグサγγγγ

            オキツノリγアγrγ

            アマノリCCG

            ウシケノリγ

            カバノリτC

            シラモr

            ムカデノリγrγ
            フクロフノリCCCγγCCCCCC.γ

            物セツカイソウγγ
            {ロコC

            ハナフノりCr

            イワヒゲCC
            '一

Cl

Cl

CCl

C
γ
1

r

 〕Cl
γγ1

rγ

CC

r

CC

CC

二
1

γγ1

.γ

植376一



 底・棲生物調査.結果表

1965.

2.

    ＼a㌻2016∴
    ミミイカ1

    ノコギリガニ1

    フタスジョコバサミ.1

    ヤドカリ2

    オキアミ;1220

    トウヨウガラテア61

    ヒゲナガハマトくムシ2

    ニクイコウミウツ1

    アテガイ1

    ・fカイ321

    イトメ1

    アサリ11

    キサゴ1

    クモヒトデ11

 一一・377一



 阿久根市赤瀬川地先に蜘ける低抗板による潮流の動き

 昭和37年12月4日(旧11月ア日)調査



 小野一式潮流観測結果・羨
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 小野氏潮流砂測位置及ぴ等深線図



37年12月 港内水質分析表

         ＼」一……〇一I1水温ヤ=PH浮游物質PPm一容存酸素'Ppm塩素宕。酸素地和睦右'C〇一D02P-PmBOD02PPm
         115.66.85421.9218.9823.1ア23.ア652.43

         215.46.43167501アξ801』.852905

         515.26.02203016.88036.9675.85

         412.34.o61,8口O4.;4一399口苔79501092.00

         515.25.94402o16.{301&832ア79

 38年・21「  港内,k'.哲公訴表

         氷温、PH         s浮游物価PPm溶存碓*一PPm版末路r/ノ。COD02PPmBOD02PPm
         113.1ア85O.4z46iz0383.52.102.00

         215.6ア821.ろ7191&8081.22.042.15

         51ろ.8ア64o.575515.帥82.62.422.47

         415.45.9523.るア。o一フ1.4;4.72188.;O

         514.17020.276フ12.フ58∬          一アら914.95

 五反田川i」一{査

 串木野市五反田川」ll∫口に碇柏中の船中rスグリ」一ウ,ローブ等州触虫,エビ,ゴカイ等時に千潮
 時において30分程度で死亡する堀象が起りつムあろとのことでこの附近一帯の水■厳,泥質の一、局
 査を実施したので11母告します。一

 11i調査地点

 調査地点は下図の通りで,採水は千餌隼,満潮時2回,榊尼は千潮時1回実施した。
調査地点図



121水質

 五反田〕l1上流は都市廃水の影響は殆んど考えられたいが・河口より約1500m上流には・

 竹岸食品工場・三井化学・串木野澱粉工場の暁水口があり・昭舳7年11月14円の採水当

 日は三井化学廃水;まなく,主として磁粉工場暁水,約(j毛足)2000～3口00top/d-ay
 程度で,竹岸食品工場廃水は曲1液混入廃水で(lP亘66,cユ58.83=ppm,浮漉物19;8

 PPm・COD1川・pPm・BOD・川pPm)その・竃は澱粉剃1の約14。
 程度と推定した。

 汚染慶はDOが満潮時s七・t2・己4・の下流は5～6ppmで正衛であるがlst5・&
 7は2-ppm以下,又干潮時はstt2・5は1～2p1⊃m,4・5・67は無酸素状態であ
 った。lPHはst・1・2・3・4.はア0～78で廃水口附近に梓近するにつれ低下しst17で

 小5一,又浮榊刀はst,1-2-5は100ppm以下,st,4.5.,400=ppm,st,6.ア
 は550cppm以上,CODはst,6下流は変効がないが,st;,7は400～1500
 p-pエn,BOD53c.cも亦st,7で10・jo～4口。oppn王であうたコ
 氷質は潅水口上流のSt,8に比1咬して何れの地点も汚染度は高く,、粁付川調査と,吃咬する

 とPHzo・D02～7ppm・COD40～60p-pm1浮游物20～4olppmで・何
 れの値も多く五反田川が汚染度は高い,・

 ㈹泥質

 St;12.3.4.5.6は黒色層が5㎝程度で,St17は澱粉紬の堆積が大都分・を占めlS

 t,`.zの間にはゴカイの死亡又は弱うたものが認められた。(但し3月頃にたるとアオノ

 リ,ll…生育し,泥質は正常に・吹復するが下層部は、黒色を呈する)これら黒色は有機物の分解過程

 中に硫化火素を発生し,金弼イオニノ(砂。鉄等)と作用し硫化鉄等を生する結果であると考える。

 又,船舶スクリュウ等の腐蝕も硫化水素の発生により水質PHが低下して浸され易い状態にた

 ろものと考えろ。

 st,1.3.5.はCOD,灼熱減量は榊々少ないが,st,1.を除いて,st,2.5.4.5.

 &は流化物が1〃9/8以上で特にSt,2-4.は;1η/9の多依を示したことはこの川川の犬

 きた特徴であると考えろ.

 泥質を肝付川の最大値を示した10月の調査結果と比1陵すると肝付川硫化物が口.5-1"〃ユ
 であり,五反酬;1はこの面からも汚贈窒が高い。

用線描

 ①St,7を境として上下術の水1直,泥質の理化学的性質が非常に異たり,下枕は汚染度が
 高い。

 ②汚染の程;造は咋制汗付川に比1■1交して,COD,BOD,浮漉物などの分析撞から考えて1
 0～100倍てあろ。

 (弓)五反剛!1汚染の原因は都市下水は考えられなく,工上場暁水によるものであるが,`三井化学

 は廃水の術出はたく,澱粉工一場及ぴ竹岸工場廃水により汚染されるものと.答えろ。

 ④澱粉及ぴ竹岸工場の暁{k濃度及ぴ廃水暇から両'者の影・蝉官腹を算出すると次のとおりであ

 る。(一般にCOD及ぴBODによ.り汚染睦一う;表示される。)
 ̀フ)CODを基準としたとき
 ⑳澱粉工嶋

 1671pPm(OOD)x20口。to口/d-ay(暁水・尉)白3542口。o

 rR2一



 ⑪竹岸食,そ〒、一工場

 163=ppm(OOD)xlo口ton/d-ay(廃水量.)百163口。
 ㊦BODを基華としたとき
 ⑳澱粉工場

 3727pPm(BOD)x2000tor!dayま7454こ。o
 ⑮竹棒食品工場

 567'o-Pm(BOD)x1口。torし/d-ay'島5670口
 となり1両一者を勘案して帷定するとその比率は竹岸.TI,易な1とした・1;4合.酬{分工場が
 150}2ロロf書高い。

 愉故に五.反田川汚染の主原因は謂葡専に於ては1尤一郡分、殴1分τ・易暁火による・い)と考えろ.、

 担当者上田,忠、勇武円健二

水伍分析緕果

         st水温。CDO-PPロユP冒CI岩。浮漉物COD≡BODPPmpPmp1=)1工1
         20.86.5578719.43121.001.55

         1220.05.82ア8618.65161坐斗_」」9
         520.45.18ア651758152.685.11

         420.55.69ア7416.952口1.ろ。3.5ヨ         満潮時519.42.196.4111.252825.8853.05         61920.596.179.725し40.9972.45

         718.50.174.5;5.37128394.〔1210口1.35

         81728.187.110.04141.862.65

         121.31.036.9615.45867879.雪2

         221.51.口7ア1415.50885.236.フ9

         322.12.007231.25985.905.89

         421.6O.口86.6611.02ろ9214.4315.97         干潮時5フ1.80.口O6.2710.1042434.0652.08         621.10.005.655.28;67672.071298

         718.80.OO4.250.0フ167t12372750

         8

泥質分析結果
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 製紙工場廃水による生物試験

 〔I〕生物試験の一方法
 生物試験の方法は試.験水槽35×80x3n㎝の塩化ビニール製氷罐10ケに廃水原液をそ

 れぞれ,対照、区,1.2.5,10.20.40.60.80,100%になるように調弊し水槽1ケに40

 eの調筆液を投入,絶えずエアコソプ1ノッサーによりエアストソを使用して通気を行い,その

 水繕中に一試験魚を投入して所定時間毎に試験生物の状聾を{明察した。

 〔咀〕・{(質分析
 氷■再分.折は投入一前に溶存確.素材,化学的蛙一素消費費掃,lPHを常法1て上り測定した。

 om舳夜性状
 採1仇法は注射藩を唄いて心蔵邪より又は,尾部切断により採1血を行いへ・{りソを添加して各

 帖代を刊曜した。

 l11し液沈,峰辿斐は内1着1舳(特製)ピペットを使用し・1.2・5.一i0.時間聯築して,10時1瑚後

 の沈降雪=を刷而で表わし,I血U求はメラノジュウルを用いてハイエム嫌釈液に」こり鮪釈混合して,

3

 ビルケル;十算盤を用いて100倍で.倹暁測定し1皿情申の数曙、に換算した。

 赤1ホU求低州直は。.15,o.20,o.25,o-30,o-35,o.40,o.月5,o.50,o.55,o.60,o.65,.

 O.7口,0.75%食塩.容液を各試験宵に入れ,この中に1市L液を2滴ずつ入れゆろやかに混合後約
 2～る時問後に溶11tL開始点と終了点を、読みその中間値をもって赤血求低抗値とした、

 〔w〕堵果及ぴ考察
 11〕アユ成魚

 了ユ成賄は体長14.8就,体.市42浄,8尾を投入して幅一育した結果=24時間後までは

 興状は'.:ヲめられlI〔いが,48時[雌に潅水濃1む0%で13%,8口%で38%,1口0%
 で5コ労死亡した.。

 アユ成魚はコイより比111交灼抵抗力が強い」二うに感じられるが,廃水分析結一果から推察され

 るように水質分析のGODを喚榊膏正行って48時間TLmを求めるとOODとして26口

 PP血であ1・その1イ。を安全濃度にすればCOD・・pPmが安全濃度に肌
 舳夜性状の変化は・赤血〕求抵抗怖は廃水濃度20秀(COD45ppm)圭ではNacユ5
 %で変化ないが増水農ぱ40%(CO〕⊃95ppm)以」=で形1等が溜められNacユ蝸,
 玉5=二に減少する。

 沈嘩忠之は暁本一二…度40男(CO山95pρm)圭では2～5㎜で変化は一票められたいが
 廃水狼.度60秀(COD1占5P-Q〕m)14舳,30完(COD195pPつ17舳,10口

 渇(CO]⊃2501PPm)26冊1皿と角、1激にj舳口し,則ち廃水濃畦40%(COD95叩I1う以
 .ヒに影.一}が認■められた,、

 赤10〕求教は対岬区で47万でちるが,暁依濃度の1曽川につれて漸減し1廃水濃度1口0謁

 (C()D25口ppm)では27万に減少オるが,一方ピ袖U水は村岡区から1潅水農段2%
 (COD5pPlo)支では25～27万で変化ないが,嘩宋渡畦5箔(○OD12.5-o仁m)
 で;9万に州加するり則寸〕1潅水,'呈i空の=1,.1加につれてI・師僧し■椙水濃変1口。%(C〇二D250
 1PPm)で.文48万に哨如した。
 上…1抑」二rに『製紙工場暁水で月8時固1飼育することに」1り魚類の生理生種にはかなり影響

 一'一3-R7一



 を与えることが推察され,そ州,彦嘩濃度は1血■lk変化でCOD13p'pm,赤血1水抵抗値,沈

 降級でCOD・・pPmどたり・その安全一度蚊×口にすれば1・1～ア・叩m平均して
 ・コー5p-pmを一安全濃度と考えられる。

 12)τユ稚魚

 一アユ稚魚体長7～9し刑,10尾を彼入してi;司育した結果,1時問後には廃水濃度6口影(

 COD270ppm)で6尾,80%(COD36口ppm)で9尾,1n口%(GOD4
 50T)一Pm)で全都死亡し,4時問後の観察では暁水濃度40男(COD180pPm)以
 .ヒの1農作では全部死亡し,2'時問後の観察では暁水濃度5%(COD2;ppm)で5尾・
 1口%(COD45pPm)で7唱16o%(CODgop1⊃m)以.上の濃度では全部死亡
 した。叉48時問後の視察では廃水浪性5%(COD2ポpp血)5尾・10琵(○OD4

 5ppm)以上で全都死亡した。
 川ち2刈時間,48時1円TLmは同濃度5男(COD2らppm)でありその安全農「笠を
 ン。と考えると・アユ舳に対する安全鮒まCOD…岬m以下とカ・る・

 13jコイ」茂,鳴

 1イ成魚体長29～ヨ01帆,体策310～4409,1尾を投入飼育した結果4時間まで

 は死亡しなかったが1廃水濃度10口%(COD450一匹m)では8時問後死亡18D琵(CO
 D56口p-pm)では12時間後死亡,6口%(COD27口ppm)では2勾時間後死亡
 4口砺(COD180ppm)では24時向後死亡した。
 即ち24時間Trmは廃水濃度50%(COD225pPm)・48時間TLmは1稽本濃

 度…(CODl・・pP・)でちりその安全銚を六。にすればコイ成魚に対する搬
 濃度はそれぞれ22.5ppm,15.5ppmとなる。
 1OL液性状の変化では,赤血球低枕値はNaCコー3%で変化は認められないが,沈降速度は対

 明、区から暁水濃度2%(CODgP1⊃m)圭では11～15・皿15形(COD23pPm)
 は15舳,10唱(COコD45ppm)2;加担,20%(CODgoppm)3引π而と廃水
 濃度の増加と共に角、増する。赤i01蜘工対照区から廃水濃、度1%(COD4-5ppm)r1口
 万で変化が認められたいが,2%(CODgpPm)・5%(COD25ρPm)は9口万
 70万と角減し,10男(COD45plPm),20%(COD9口pPIn)62万,61
 万と一1師滅し即ち廃水濃'圭2%(CODgpPm)以上が影響が認められた。
 1血液性状からみたコイ成魚に対立る鰍嘩濃度は廃水浪麦2～5%(COD9～25pp
 皿)でありその安全搬を々。と考えると1一…pPmとなる。

 14〕コイ稚魚

 コイ稚魚体長9{皿6嗜亙投入飼育した結果,2時間までは死亡したかったカ㍉4時問後壁

 水濃唖60角(COD270pp㎜)8書%,80弱(COD360ppm)5.o琵,100
 %(COD45口pp王n)は令部死亡し,8時間後i莞水蜘互40%(COD180p-pm)
 は33箔,6口%(COD270ppm)以上は全部死亡,叉24,48時間飼育した借呆
 では1稽本農旺40免(COD180'ppm)以上は令部死亡したが廃水濃度20%(COD
 goppユn)以下の農■セでは伽;性存した。
 即ち24,48時固TI」mは同濃度50弱(CO」⊃155ppm)でありその・安全濃度を

 々 。と考えるとコイ舳τ対する安搬」州ODl・・pPm以下とたる。
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 〔V〕総括
 以ヒの年再紬.〒呆から秘吉氏工場1“香水が7ユ,コイに対し布・汁を示し,議凸1液州.!た。つ・変化からも

 =身1=字をウえることが一;皇察さ土しろ。55年1月から57年3「ヨ堂で5同海止.1周杏した結号≡=を.I一可口

 のst2・』・5・6主でのCODの分価は下表の通り一こ・㌔り1■鳩の一1一夫淘ミ篠に」こり呼水∩
 1111たけ・・なり1ξ■軸・ポろようて亡・ろ・ll,・・.州与1111nm,舳≡支一汁からみた讐多1搬拒1つ才。
 をを一と,≒圭一・三と孝之CODっ分布から危険.k戌をiヒ1=1交モ黄.付してみると,

 何日!1fl.。j(おけろCODη分細

       日ギ、11,155年9月56年2□56年g、「j37年3量
       150.三0

       工に・憂一193.2口'一“13.月4一一_一」一z徴」1L.       '

       、:一:111.6口73.5[2.0つ_⊥二L口L
       51ア890■■''2.1[       時4ア6口■■…一一■■一1『I'一.、r一一,D,一5工._」⊥j_       I'■」^6'■'■■一       4.818.101ア5uo.6,I一…2.色5一一
       o一'1【2I-0■'」一■一皿L一■一'』10■'一一I一一■一一       I■仲」衛4.651;8.6口84.2口        o■'皿■'I…2,112一一''…一山一
       '428.85980       、榊22.?2092        一一'一一一一

       5O.822.00一9.500.65

       時山0■■2.17一''       6O.912.900.`9
       '一[一

 コイ,アユに対するT■lm及び安全農ぽ

 「＼一・・…安全;腹1川…/■女令服1杉桃安搬
 了ユ成魚1る013・026026.O13～781.;り78

 rユ椎∫.魚 23 2.3

 コイ∫戎角包22522.5

 コー一丁繍「1ミ1513.

2;2.3

13513.59～231～2.5

各513.5

 ・・時間…時間nm・彫1聾濃1室の々。を安全鮫として考えると・干脇ま勿論汚染
 1段が高く,又、曲潮時にも亦汚染窪の高い。I場合が.=忍、らられS1:2.4.5.6の河口附近圭では一応
 膨≡弾を一葦けろ水域と考えてよし・o

 但し川省水中の魚に琴を与える物怖がCOコ⊃濃'王と.トビ側するものか否か未確。;ξであること,、

 12い老水が州11中に」何等に混合して流下するとは考えられ冒.ユからゾ溝泳力のちる魚が廃
 水の濃いとこ声'を避けること,j!11ち実験水噛のように24～一8時間も同じ洩iセのと

 ころに閉じ込められた状陸に在るとは考えられぬこと。

 13〕工生易が出す廃液の・簑曳が長時間逼工続して同一ではないこと・

 等をξ蔵するとアコー稚魚の湖上に対しである程唖の…彦舜はあろうが之を全く阻止すぢとは考
 えられ穴い。

相当者上日日,忠男武田鮭.二
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 PCPにより薙死したと推定されるコイの解剖所

 見と照俸各部位の1PCP含量の定量分折について

 PCP(Na一.PθntachユO.rpheηatC)は除草剤として供用さんで尭与,一蝪ミ、においても
 12月及ぴ2円に水弼に対する除草剤PClP使用某准に1均してPC=PI除貰剤対情脇.註会も開催された

 入海舳(なり種々='華念され一こいたが,侶和37年7≡11日05時ヨ。分」1'1地1:宅義理紺今が管理す
 る大口市明日町所在の流水池に怜いて{河合員24名分の版た甲として一昨奇写中の食用コイ約500口
 Kgが薙死しているのを発見した。これは当時取外中のコイの?0%に肖るコそ・つ後1日おいて7月
 ;日にはその流水池に生き残うていた約3口0旺身のコイも全部・塘死したので当時収1f1手中のコイは全

 減したとのことでちる、

 その原因は前日その上{」術水田で使用したPCPがミ『段の大1Hで揃れH化たことによるとの推定で

 分析資料としてその内5尾を7月2日当場あてに送付され鑑定を求められた。(一塔死魚3)発見は死
 後7～8噺珊と帷定する}・のことでおうた、)

 同日宮之城町管内でも多註の養殖コイ並に.珂川の1.建水魚が唯1ピしたとのことで。らるが,その万は
 当場には直接曲絡がなかった。

 .送付された資料について解剖所見とPCPの検出を行うたのでその.渚果を択告する、

 焼死コイの解剖結果

 九万F円一己

 ○解剖日時1一石印37年7月2日14-19～1ト0C

 ○方法魚体内外の肉i一良的創見による。

 ○解剖結果

       魚体番号12545
       全長し珊35.535.736.3;9245.5

       体重85455986373901,35口

       粘液の異常今泌十十       体色の変化'一化.学同一
       体表の出血一一一

       眼j求部の異常`一十(左眼出ω       外観的所見エラの出血.搬瑚必十十十       旅の{競墨.十(胸㍗)一析・供用のだ一一め解剖せず左        一

       鱗争11腕`・・

       消1ヒ管の出1`1十
       肝籔の異常十rやム黒色).一
       腎臓の異常'■一       割見的、欣昆ヒョウの異常・一一       ヒ職の異常'一一

       その他備一マ一肛門一1異常開孔一
註十有  無(認めず)

1,1…・!
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(考察

 解剖の{.㌔黒,'1.芯,・眼帯と.1.高められるものは次のとおりである。

 粘液1D嘆詑分泌,エフの出1'1t,粘.夜分泌,消化管の出1面い肝臓の異常(帯黒色を呈するものあ

 り)次とで;もるが,枯淡の.異常分泌は一苛性ソーダ,塩化第2鉄で,エラからの出n血は硫酸銅,

 塩化填2水銀硫.酸その餉・引莚品で,消化管の出■古ピエ硫酸,サラ川か等の薬品でもみられるもO

 であって,解剖した=E)C=Pによる姥死鯉として,一時にPCPだけの特性た結果は確認できた、・o

 、前体各部位の一PCP含有帰の定量

 上=田忠、男

 1.誠一弥け料

 供.式魚5尾のうち下記')ものを分析村料として使用した一。

 κ1BL35.5㎝BW5459

 κ2BL55.7・刑BW598牙

 κ;BL45.51柵IBW1,550牙

2.校1式料調確

 解剖一1党'察後の体表帖質物,肉玖,エラ,消化器,貯蔵を採取し,5倍量の水を添加ホモグナ

 イス後その濾液を検口試料とした。

 5.ぺ一パークロマトグラフィーによるPCPの検出

 東デ`堆紙一κ51Aを2xヨ2111皿に切り6・柵の上場所にlO」i受検査用メランジュールを用いて陵試

 料0.02meを添加吃唄陸,慶一凋剤メタノール1水,111,展開型式は上昇法(自作)に

 上り原一点」二り2口じ肌・3時固50分～4時州上昇後風乾,1%塩化第2鉄水溶及ぴ1%赤血塩

 りく溶液の小.胆液を1噴栂ナると嵜色のスボソトを検出出来る。虹に1琵塩酸を1噴暢固定し・水

 洗乾映・湖幼パラフイノに減紙を侵し・半透明として日立分光光電光峻計ElPU一皿A型を用

 い波長700n1uで椛紙了」モ笛計にてその吸光度を測定した。
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 ぺ一パークロマドグラフィーによるRF及び積算値

       Rf0.29一)O.510.51～J.660.66～1.0

       枯質物弔倒置1.151.253.88
       R工0.51〕0.5口0.50～0.^90.69～1.0

       肉一直磧算値0.51O.412.05
       Rf0.29～0.470.47～0.70口.7口}1.0

       一、dキ一エフ手職1値1.011.161.70       0.30-0.510.51}0.70O.70}1.O

       消化器榊午{1有5.511.640.68
       RfO.29-0.52O.52～口.740.74～1.O

       肝一蹴榊‡値4.口84.681.75
       Rf0.;口}0.5口O.50～0.65O.65.～O.750.75}1.O

       粘質物種算僚0.911.281.212.57

       Rf締宜怖.Rf0.28～0,651,130.29〕O.57O.54～O.730.860.73～1.01,920・74}1。口.       肉實'エフ0.57,0.74
       べ、d一嚇享1値t241.421.81
       消化据」。0.28一}0.510.51～α73口.75～1.0

       1.261.531.26
       、.f0.28.〕0.47       肝臓0.47～O.650.65～1.口
       籟側1H.2.492.591.78

       一一

       粘質物Rf0.;…J0.520.52～0.66O.66～O.770.77り1.O
       破似直0.690.250.35o.9-9
       〕r一O.28〕0.50

       肉質0.5口}0.74O.74～1.O
       榊舳1.121.口2I一'■`1…1.85

       ■■L'`I
       一一

       Rf0.54-0.510.51・)0.7`一一u■■0.76}1.0
       ■■■

       ㎞、、eや'一エフ積算伯10.691.口5o.99       ^'一       ■'一一       一一一一

       Rf0.40〕0.630.63}口.81□.81り1.       ■硝化器一山一一一11.481.791.79
       1■■一一'o」…       一'

       只f0.30～O.5口       肝1服0.50～O.700.70～1.口
       構算11帝5504.口40・9.フ

       ■一一■一一■一
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 各区分のRf値及びその吸光変の積算値は表の通りでおろ。市販のPClPな展開剤に溶解し対

 照として展明した結果20,000ppm,o一口1mψではRf値0.75の場所に鮮明な青色スポ
 ットが現われるが,2.o口0ppmではRfα83に叉200pp皿以下では鮮明たスポットは
 現われず,Rf値αフ5～1。口の間に拡散されている。即ち2口0ppm以下の農産では鮮明た
 スポットは現われないが,分光光電光度計によると吸光値が高いことからPClPの存在は一応確
 認出来る。

 コイ死点」:りの凋整検体をメランジュールにて0.02mZを添加展開した結[ぺ何れの区分にも

 Rf0.75～1-0の間に青色の吸光i麦の高い区分が現われるから一応PCPの存在は確認出来
 も但し,死点調整検体はRf値0.ろ～0.7の区分に青色スポットが現われね

 特に消化器,軒1蔵区分には高吸光値が現われたが,市販PCP区分は現われたい故Rf値0.4～

 o・45,0・6～0。フの区分をPCPと認定すべきか否かは疑問でちり,PCPが魚体内で他の』ψ

 に変化したものか否かは今後明らかにすべき問.増てあろ。
 各区分の吸光値の.榊下値は魚体差はある箏,臓器が多くエラ,枯焚物,肉」酬螂は少ない。

 4・lPCp定・量法
 PCPの定量法はPCPを銅塩として分離後鉤曲1塩溶液で紫赤色に発色させ比色する方法,濃

 硝酸によりクロラニールを生成させ,テトラベースと反応してi字色を比色する方法,塩酸の一定
 量を加え苛性ソーダで逆滴定する方法があるが,PCP含有最が多く又たんぱく含有検体には不
 適当でちつたので,37酉水研第6書7号で紹介された鈴木媛氏の「オーラミンによる徴牡PC

 =Pの測定」法により次の方法にて定{したっ

 3尾の同一区分の検体を魁会均一にし,その25mβに水25m4,瞬酸2m4を加え水蒸気

 蒸溜を行い50〃4の溜出液を1口0m4の分液倣斗に採り,重炭酸ソーダ飽和溶液5m¢,キ

 シロール5n4,エチルアルコール0.1me,0.1%オーラミン溶液0.5〃4を加え{分間倣し
 く振り,キシロール層を分離させ,キシロール帽を試験管に移し脱水芒硝を加えて比色測定を行

 うた。

 キシロール層の吸光慶を日立分光光電光度計E=PU一皿A型で測定した結果第1図の通りで
 3701nu,410血uに吸光度の上昇部が現われ,410血u一が最大吸収を現わすので何れも
 4101nuスリット巾0.05㎜で行なった。

 5,PCP検量線

 =PCPの納品が入手出来たかったので,除草用PC王の水溶液を渡通後HCLを加えて沈澱,
 水洗1更にNaO腋加えて溶解1この操作を3回行ない結晶の沈澱物を60.cで10時間乾燥後
 10口。pPM溶液を調製し,検量線を作製した結果原点を極る直線となる。

 &魚体各部よnのPCPの定量

 3尾の各区分を混合均・・一にし測定した結果は表の」直りである。
 第2表無体各部のPCP

 部位吸光嫡γ/1口・牙{、1位吸光値γ/1・・牙
辛占確空勿0.051 170消化器0.092250

 肉質0.ロコ751口5肝臓0.17047口
エラ0.092 250

 一39R一



 上表の通り蔵器に25口～50置γ/1口岬絞出されたが■失腹部は少なく1ロロγ/1n08

 検出された。

 検体数,試験回数が少ないので魚体内のPCPの分布を・論イることは織実であるが1ぺ一パ

 ークロマドグラ7イによる険出でも暢・性又定『モ的にも唯出さ.れたことから死囚はPCPによる.

 毒物死と判定される、

 アコイに対する致死,彫輯濃哩の検討

 実際に所定濃度のPCP溶液で飼育した場合魚体各郡のlPOPの含有弓二叉環境水即ちPOP

 ・添加水がコイに.与えろ1;杉蝉を知る目的で王C=P添加水で飼育したコイ舳夜の赤1直U求数,血洲ウ
 蛋白贋植紙泳動を試み旭

 PCP添加水で飼育したコイの致死時間は別図の]丙りで24時間TIm.は。-16～o.32p

 pmており大理魚1小刷魚による致死時間の相暁はなく確死舳の外御的には異常は認められた
 いが,エラが鮮紅色を呈していたのが特長的であうた。

 この。-16ppmの月8時咄1後又t28ppmの1-5時問後の蛯死魚を直ちに5倍計の水噛
 出液を水蒸気蒸一溜を行いPClPの定一苛を行うた緒一果は洲図の1帥でPCP濃暖1.28ppm1.
 5時間の飼育でもエラに980γ/100ダが検出され,又肝3一歳,じん蔵にも検出された。(P

 CP0.16=ppエロ,48時門後でもその分布状一産け1.2報つ伽nと同様。師向であり特にエラ
 に多く次いで表皮,し二ん臓ゾ」干!籠に多く,消化濃は50γ/10口9で心ない、

 各区分の大型魚から採1血を行い赤血球数,赤舳求低州,貞,!1川ミ河■蜂速峻を1{舵した結果は剃
 図の通りで,Hθma1二〇crit,赤柚〕求低杭侑はlPOP1虹彩よる変1ヒは.認められたいが,赤

 1壷U求数は。・;2α641・28pPm区分で1フ。万に減少し又。・n4□.08D-16p
 p工n区.分つ48時問後では11口万に減少したが,1飢球沈降並1をは均一111{1衛・〃/3hrSでちろ

 がa口40。口80.16-P1つm区ろ}では35i〃{/5hrsと大きくたり。.る20.者41.2

 8pPm区分で'湘合一1子間が短1:字11」」のだ・わかその1変榔t・三められない。
 即ち赤M1数,1{いt仁の変一助から椎繁して。.一一〕pつm48時間の胴育でも.り・なり強力た彬=一手を

 勾えるものと考えられる。

 次に魚簡に対する'毎物の1形.I里≡を雌紙竜笥泳舳峡によってli止性蛋ピコ{の成分.を化」:り糊としよ

 うとする試みはすでに吋地により胡件されている二㍉3U口V定電圧としてVθronaユ緩衝

 液PH8.6イオン強.吏0.口55oc'時一≡=同''として了ミトプラック10Bで染色,日立EP

 U一岨A」胆附1・角テソツトメーターにてそlD泳二洲・司を住製した培.染は別†・司の苅りで、ある。

 魚類血病債閉{の分櫛凌は,斎1牒,吋地,Suユya等の被告カニちり,その茱準がなく・応泳
 勅法を記号で1上涼して.ちるぺ,PCP・;皇一}lJ.16pPm以上の;唯で～^舳A].bしUnin区分

 より易刻一I王の=一ξいf区分小出.現したことで、ちろ.。

 これら1肺ピ々咋状の城ヒ印ち,赤11Mモ=文州キ少,!llピー九つ上昇などから推察してPClPの:、1多響柊

 '工:主。・r14T)Pτnbよ上二と二弩えらね・ろ〕
 狽当者上田■息男武田健二

リ・



 酸素通気量による水質の変化

 放養尾数による水質変化

 八マチ及びマダイ輸送中の水質の変化



 濾紙泳動法によるコイ血衆蛋白質の組成

           分
           PCP函f123一'4

           狼度(lPpm)
           一

           泳動距離846B544雪15
           対照

           組成2782712章.620.5

           泳動j1巨雄85ろ7585226
           O.08

           組成3口.619口11.ろヨ8.8
           ■一一一一上

           泳動贈離928253594519
           0.16

           細成2.;23.雪14.2雪8.322.1
           一一一“'L■一一'`凹'■一一'一一一…'.I■一H■

           泳助蝉離95816555422ろ
           032

           粗成フ。ろ23.923.922.022.9
           '一■

           泳鋤距離9281`96122
           0.64

           組成1.72ア218.凸52.5

           9686る4555814
           1.28

           成1.フ23.苔12.134.528.4
           一'


